
 
 

川崎港における輸出中古車からの放射線の検知について 

 

 

 平成 23 年６月 29 日（水）、川崎港東扇島外貿ふ頭において輸出予定の中古自動車(小

型乗用車)１台から、６２．６０マイクロシーベルトの放射線量が検知されました。当該

車両はシートを掛けて隔離・一時保管した後、６月 30 日輸出業者に引き取られました。 

 本市としては、現在搬入の経路等について追跡調査を実施するとともに、今後同様の

事態が生じることのないよう、関係事業者に対して強く要請してまいります。 

 また今後、川崎港から輸出される貨物の放射線への安全対策の強化について、港湾関

係者の協力を得ながら検討してまいります。 

 

 

参考経過 

 

 ６月 29 日（水） 

午前９時半頃 東扇島外貿ふ頭荷さばき地に横浜港本牧埠頭からキャリア 

カーで搬入 

午前 10 時頃  船会社から放射線量を測定する業務を要請された検査会社が 

当該車両の放射線量を測定したところ、５３．４７マイク 

ロシーベルトの値が検知された。 

（積込み予定の全ての台数を測定した結果、検知されたのは１台のみ） 

午後２時頃  港湾運送事業者とともに再度計測したところ、６２．６０ 

マイクロシーベルトの値が検知された。 

 

          川崎市は、周囲を立入禁止とすることを指示するともに、 

運搬される貨物からの放射線の基準がないことから、文部 

科学省に、事後の対応について照会をしたところ、輸出業 

者が引き取ることは構わないとの判断を得た。 

   

  6 月 30 日（木） 

午後４時頃   当該車両は、輸出業者に引き取られた。 

 

  なお、川崎市は、平成 23 年６月 30 日午前 10 時に、当該車両周辺の放射線量 

を測定したところ、次のとおりであった。 

周辺の大気中の値    最少 0.09 から最大 0.13 マイクロシーベルト 

５メートル離れた場所  最少 0.13 から最大 0.22 マイクロシーベルト 

（周辺大気の２倍） 

10 メートル離れた場所  最少 0.09 から最大 0.13 マイクロシーベルト 

（周辺大気と同等） 

 

 

（問合わせ先 川崎市港湾局 庶務課 200-3048） 
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